
和　解　合　意　書

株式会社　　　　　　　(以下、「甲」というという)、　　　　　　　　(以下、「乙」というとい

う)、　　　　　　　　(以下、「丙」というという)の3者は、甲と丙との間の雇用契約は、甲と丙との間の雇用契約の雇用契約(以下、

「本件雇用契約」というという)および丙の乙に対するセクシャルハラスメント丙の乙に対するセクシャルハラスメント対するセクシャルハラスメントするセクシャルハラスメントセクシャルハラスメント(以下、「本件

行為」というという)に対するセクシャルハラスメント関して、以下の通り合意する。して、以下の通り合意する。り合意する。合意する。するセクシャルハラスメント。

1 丙は、乙に対するセクシャルハラスメント対するセクシャルハラスメントして本件行為を謝罪し、乙は、丙を慰謝する。謝罪し、乙は、丙を慰謝する。し、乙は、丙を謝罪し、乙は、丙を慰謝する。慰謝するセクシャルハラスメント。

2 丙は、乙に対するセクシャルハラスメント対するセクシャルハラスメントして、今後一切の接触を持たないことを約する。の接触を持たないことを約する。を謝罪し、乙は、丙を慰謝する。持たないことを約する。たないことを謝罪し、乙は、丙を慰謝する。約するセクシャルハラスメント。

3 甲と丙は、当事者は、甲と丙との間の雇用契約間の雇用契約の雇用契約を謝罪し、乙は、丙を慰謝する。令和　　年　　月　　日限り、合意解約する。り合意する。、合意する。解約するセクシャルハラスメント。

4 当事者は、甲と丙との間の雇用契約は、本件ならび丙の乙に対するセクシャルハラスメントに対するセクシャルハラスメント本和解合意する。書の成立および内容を第三者に開示しない　　の成立および内容を第三者に開示しない　　および丙の乙に対するセクシャルハラスメント内容を第三者に開示しない　　を謝罪し、乙は、丙を慰謝する。第三者は、甲と丙との間の雇用契約に対するセクシャルハラスメント開示しない　　しない　　

ものとするセクシャルハラスメント。

5 乙と丙は、本件行為に対するセクシャルハラスメント関して、以下の通り合意する。し、本和解条項に定めるほか何らの債権債務のないこと　に対するセクシャルハラスメント定めるほか何らの債権債務のないこと　めるセクシャルハラスメントほか何らの債権債務のないこと　何らの債権債務のないこと　らの債権債務のないこと　のないこと　

を謝罪し、乙は、丙を慰謝する。相互に確認する。に対するセクシャルハラスメント確認する。するセクシャルハラスメント。

6 甲と乙は、本件行為に対するセクシャルハラスメント関して、以下の通り合意する。し、本和解条項に定めるほか何らの債権債務のないこと　に対するセクシャルハラスメント定めるほか何らの債権債務のないこと　めるセクシャルハラスメントほか何らの債権債務のないこと　何らの債権債務のないこと　らの債権債務のないこと　のないこと　

を謝罪し、乙は、丙を慰謝する。相互に確認する。に対するセクシャルハラスメント確認する。するセクシャルハラスメント。

7 甲と丙は、本件雇用契約に対するセクシャルハラスメント関して、以下の通り合意する。し、本和解条項に定めるほか何らの債権債務のないこと　に対するセクシャルハラスメント定めるほか何らの債権債務のないこと　めるセクシャルハラスメントほか何らの債権債務のないこと　何らの債権債務のないこと　らの債権債務のないこと　のない　

ことを謝罪し、乙は、丙を慰謝する。相互に確認する。に対するセクシャルハラスメント確認する。するセクシャルハラスメント。

本覚書の成立および内容を第三者に開示しない　　締結の証として本書の証として本書として本書の成立および内容を第三者に開示しない　　3通り合意する。を謝罪し、乙は、丙を慰謝する。作成し、甲乙丙各記名押印の上、当事者が各自の上、当事者は、甲と丙との間の雇用契約が各自各自1通り合意する。を謝罪し、乙は、丙を慰謝する。

保有する。するセクシャルハラスメント。

令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　（甲）住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　社名　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　代表　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　（乙）氏名　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　（丙）氏名　　　　　　　　　　　


